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【手続補正書】
【提出日】平成31年1月24日(2019.1.24)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　互いに異なる複数の波長のそれぞれのパルス光が照射された被検体から伝搬する被検体
信号を受信することにより得られた前記複数の波長に対応する複数の受信信号を処理する
被検体情報取得装置であって、
　前記複数の波長のそれぞれのパルス光のパルス形状に応じて、前記複数の受信信号の少
なくともいずれかを補正する補正部と、
　前記補正部により補正された前記複数の受信信号を用いて、前記被検体の分光情報を取
得する情報取得部と、
を有することを特徴とする被検体情報取得装置。
【請求項２】
　前記被検体信号は、前記被検体から伝搬する光音響波である
ことを特徴とする請求項１に記載の被検体情報取得装置。
【請求項３】
　前記被検体信号は、前記パルス光が照射されたのち、前記被検体における吸収および散
乱を経て伝搬してきた光である
ことを特徴とする請求項１に記載の被検体情報取得装置。
【請求項４】
　前記情報取得部は、前記分光情報として、前記被検体の酸素飽和度を取得する
ことを特徴とする請求項１ないし３のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項５】
　前記パルス形状は、前記パルス光の時間強度変化を示す
ことを特徴とする請求項１ないし４のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項６】
　前記補正部は、前記複数の波長（波長１～ｎ）のそれぞれのパルス光の前記パルス形状
をＰ１（ｔ）～Ｐｎ（ｔ）とし、前記複数の受信信号をＳ１（ｔ）～Ｓｎ（ｔ）としたと
き、前記複数の波長のうち基準波長の前記パルス光の前記パルス形状と、他の波長の前記
パルス光の前記パルス形状の違いが、前記複数の受信信号に及ぼす影響を低減するような
補正を行う
ことを特徴とする請求項１ないし５のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
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【請求項７】
　前記補正部は、前記他の波長の前記パルス光に由来する前記受信信号に、前記基準波長
の前記パルス光の前記パルス形状および前記他の波長の前記パルス光の前記パルス形状を
用いた演算を行うことにより前記補正を行う
ことを特徴とする請求項６に記載の被検体情報取得装置。
【請求項８】
　前記補正部は、前記パルス形状として前記パルス光のパルス幅を利用するものであり、
前記基準波長は、前記複数の波長のうち前記パルス幅がもっとも大きい波長である
ことを特徴とする請求項６に記載の被検体情報取得装置。
【請求項９】
　前記補正部は、前記他の波長の前記パルス光に由来する前記受信信号が、前記他の波長
の前記パルス光の前記パルス幅が、前記基準波長の前記パルス光の前記パルス幅であった
場合に得られる形状となるように、前記補正を行う
ことを特徴とする請求項８に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１０】
　前記情報取得部は、
　前記他の波長の前記パルス光に対応する前記受信信号に基づいて前記被検体の特性情報
を取得し、
　前記特性情報を用いて前記分光情報をマスキングする
ことを特徴とする請求項９に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１１】
　前記補正部は、前記パルス形状をガウス関数で近似することにより前記パルス幅を取得
する
ことを特徴とする請求項８ないし１０のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１２】
　前記補正部は、前記複数の受信信号から、前記複数の波長のそれぞれのパルス光の前記
パルス形状の影響を差し引くことにより、前記補正を行う
ことを特徴とする請求項１ないし１１のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１３】
　前記補正部は、前記補正を周波数領域で行う
ことを特徴とする請求項１ないし１２のいずれか１項のいずれか１項に記載の被検体情報
取得装置。
【請求項１４】
　前記補正部は、前記複数の波長のそれぞれのパルス光の前記パルス形状に起因する、前
記複数の受信信号のパルス幅の差を小さくするように、前記補正を行う
ことを特徴とする請求項１ないし１３のいずれか１項に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１５】
　前記複数の波長のそれぞれのパルス光を前記被検体に照射する照射部と、
　前記被検体信号を受信することにより前記複数の受信信号に変換する受信部と、
を有することを特徴とする請求項１ないし１４のいずれか１項に記載の被検体情報取得装
置。
【請求項１６】
　前記補正部は、前記複数の波長のそれぞれのパルス光に対する前記受信部のインパルス
応答を取得して前記補正に用いる
ことを特徴とする請求項１５に記載の被検体情報取得装置。
【請求項１７】
　互いに異なる複数の波長のそれぞれのパルス光が照射された被検体から伝搬する被検体
信号を受信することにより取得された前記複数の波長に対応する複数の受信信号を処理す
る信号処理方法であって、
　前記複数の波長のそれぞれのパルス光のパルス形状に応じて、前記複数の受信信号の少
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なくともいずれかを補正するステップと、
　前記補正するステップで補正された前記複数の受信信号を用いて、前記被検体の分光情
報を取得するステップと、
を有することを特徴とする信号処理方法。
【請求項１８】
　請求項１７に記載の信号処理方法をコンピュータに実行させるプログラム。
 
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　本発明は、以下の構成を採用する。すなわち、
　互いに異なる複数の波長のそれぞれのパルス光が照射された被検体から伝搬する被検体
信号を受信することにより得られた前記複数の波長に対応する複数の受信信号を処理する
被検体情報取得装置であって、
　前記複数の波長のそれぞれのパルス光のパルス形状に応じて、前記複数の受信信号の少
なくともいずれかを補正する補正部と、
　前記補正部により補正された前記複数の受信信号を用いて、前記被検体の分光情報を取
得する情報取得部と、
を有することを特徴とする被検体情報取得装置である。
 
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明はまた、以下の構成を採用する。すなわち、
　互いに異なる複数の波長のそれぞれのパルス光が照射された被検体から伝搬する被検体
信号を受信することにより取得された前記複数の波長に対応する複数の受信信号を処理す
る信号処理方法であって、
　前記複数の波長のそれぞれのパルス光のパルス形状に応じて、前記複数の受信信号の少
なくともいずれかを補正するステップと、
　前記補正するステップで補正された前記複数の受信信号を用いて、前記被検体の分光情
報を取得するステップと、
を有することを特徴とする信号処理方法である。
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